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感染予防対策を徹底してバス旅行も開催
　　（写真を撮る時だけマスクをはずしています）

（阪神医療生活協同組合の活動　関連ページP4）

青空の下で元気いっぱい活動
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大学生協「再生」基本方針を
踏まえたこれからの変革について

大学生協事業連合（関西北陸地区）
常務理事（地区業務統括）

野尻 郁智
（のじり・ふみとも）

　

私
た
ち
大
学
生
協
で
は
、
2
0
2
1
年
12

月
に
行
わ
れ
た
全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連

合
会
︵
以
下
、
大
学
生
協
連
︶
の
通
常
総
会

に
お
い
て
﹃
大
学
生
協
「
再
生
」
基
本
方
針

︵
共
済
事
業
譲
渡
含
む
︶﹄
を
議
決
し
ま
し
た
。

ご
存
知
の
通
り
、
大
学
生
協
の
経
営
に
お
い

て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
大
き
く
受
け
ま
し
た
。
2
0
2
0 

年
度

の
会
員
生
協
決
算
︵
合
計
︶
は
、
都
市
部
を

中
心
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
人
が
い
な
い
」
状

態
が
長
期
間
続
い
た
こ
と
を
主
要
因
に
、
事

業
剰
余
△
1
0
1
・
2 

億
円
、
当
期
剰
余

△
35
・
4 

億
円
と
史
上
最
悪
の
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

大
学
生
協
「
再
生
」
に
つ
い
て
、
会
員
生

協
討
議
で
は
大
学
生
協
連
よ
り
3
つ
の
「
懸

念
」
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

①
こ
れ
ま
で
大
学
生
協
連
帯
の
中
核
的
役
割

を
担
っ
て
き
た
大
規
模
生
協
の
損
益
悪
化

が
著
し
い
こ
と

②
急
激
か
つ
大
規
模
な
損
益
悪
化
に
よ
り

「
自
己
資
本
比
率
」
が
大
き
く
悪
化
し
て

い
る
こ
と

③
今
後
よ
り
一
層
強
ま
る
組
合
員
・
大
学
か

ら
の
生
活
支
援
の
声
に
十
分
に
対
応
で
き

る
か
？

　

ま
た
、
2
0
2
1
年
の
第
4
波
以
降
は
、

都
市
部
以
外
に
も
コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
生
協

経
営
へ
の
影
響
は
継
続
・
拡
大
し
て
お
り
、

2
0
2
1
年
度
末
時
点
で
緊
急
経
営
支
援
が

想
定
さ
れ
る
事
態
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
大

学
生
協
事
業
の
抜
本
的
な
回
復
を
必
要
と
す

る
状
況
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
り
ま
し

た
。
2
0
2
0
年
度
の
緊
急
経
営
対
策
の
影

響
や
、
今
後
の
大
学
生
協
事
業
に
つ
い
て
の

明
確
な
展
望
を
示
せ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
組

織
の
疲
弊
・
職
員
の
士
気
低
下
が
非
常
に
憂

慮
さ
れ
る
状
況
や
職
員
採
用
も
抑
制
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
中
長
期
的
な
職
員
の
処
遇
改

善
も
含
め
た
士
気
向
上
を
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
会
員
討

議
で
は
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
大
学
生
協
「
再
生
」

基
本
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
最

大
の
目
的
は
、
2 

つ
の
再
生
＝
会
員
経
営

の
「
再
生
」、
大
学
生
協
事
業
の
「
再
生
」

を
通
じ
て
、「
組
合
員
の
く
ら
し
の
向
上
」

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い

て
以
下
の
よ
う
な
具
体
化
を
今
後
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
目
的
実
現
の

た
め
に
、
併
せ
て
共
済
事
業
譲
渡
お
よ
び
大

学
生
協
共
済
連
解
散
に
よ
る
残
余
財
産
分
配

を
実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
会
員
生
協
の
皆
様
と
連
携
し
た
再

生
の
具
体
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

会
員
経
営
の
「
再
生
」
で
は

• 

持
続
的
に
組
合
員
の
く
ら
し
の
向
上
を
実
現

す
る
た
め
の
会
員
生
協
経
営
基
盤
の
構
築

• 

組
合
員
の
生
活
実
態
に
基
づ
き
、
組
合
員

の
参
加
と
協
同
で
運
営
さ
れ
る
組
織
強
化

大
学
生
協
事
業
の
「
再
生
」
で
は

• 

組
合
員
・
大
学
に
と
っ
て
高
い
「
付
加
価

値
」
を
持
ち
、
組
合
員
の
く
ら
し
の
向
上

に
貢
献
す
る
大
学
生
協
事
業
の
構
築

と
し
ま
し
た
。

　

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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兵庫県生協連
第4回「生活問題研究会」を開催

　2月15日、第4回生活問題研究会
を県民会館とオンラインのハイブ
リッド形式で開催しました。
　2021年度は、「農福連携（障がい
がある人をはじめとする多様な人
が、農業などの分野で活躍するこ
とを通じて持続可能な共生社会を
生み出す取り組み）」をテーマと
し、農福連携の基本知識に関する
研修会の開催や連携事業の現場の
視察などに取り組んできました。
2022年度も引き続き、同じテーマ
で調査研究を続け、生活協同組合
として出来ることを深掘りしてい
きます。

兵庫県生協連
第3回「共済生協部会拡大版 研修・学習会」を開催

　2月17日、県民会館とオンラインのハイブリッド形式で共済生協部会 拡大版 研修・学習会を開
催しました。部会メンバー以外の研修会参加者も募り16人が参加。今年度導入の「学生総合共済」
をテーマに、商品概要や目的について新社会人コースの直近の状況と合わせて日本コープ共済生
活協同組合連合会 　柳下 幹氏から説明いただきました。海外留学時の対応、および co・op 共済
新社会人コースやたすけあいコースへの移行についてなど、質疑も活発に行われました。

ハイブリッド形式で開催講師　柳下 幹 氏

ハイブリッド形式で開催3
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ル
ー
プ
活
動
を
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
組

合
員
と
一
緒
に
「
本
当
に
こ
れ
で
良
い
の

だ
ろ
う
か
」、「
何
か
出
来
る
こ
と
は
な
い

か
」
と
相
談
を
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
屋
外
で
行
う
活
動
を

開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
合
計
12
箇

所
で
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

4
～
6
月
に
か
け
て
は
、
お
う
ち
で
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
収
束
と
拡
大
を
繰
り
返
し
、

現
在
は
第
6
波
ま
で
来
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
も
の
に
負
け
て
ら
れ
る
か
～
！
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
遠
足
や
屋
外
ゲ
ー
ム
大

会
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
、
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

少
し
収
ま
っ
て
き

た
時
期
に
は
花

見
、
バ
ス
旅
行
な

ど
に
も
例
年
と
は

異
な
る
新
し
い
気

持
ち
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
中
に

は
取
り
組
み
を
や

る
べ
き
で
な
い
と

い
う
意
見
の
方
も

い
ま
す
。
意
見
は

そ
れ
ぞ
れ
あ
る
の

で
、
正
解
・
不
正

解
を
問
う
も
の
で

は
な
く
、「
強
要

せ
ず
、
希
望
さ
れ

る
方
が
無
理
せ
ず
参
加
で
き
る
よ
う
に
」

と
い
う
の
が
こ
の
期
間
中
の
全
て
の
活
動

の
方
針
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
後
の
社
会
、
私
た
ち
は
こ
の
経

験
か
ら
何
を
残
し
、
何
を
大
切
に
し
て
生

活
し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
選
択
肢
が

増
え
、
よ
り
多
く
の
方
が
幸
せ
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
人
と
人
の
「
温
も
り
」
や
「
温
か

み
」
が
感
じ
ら
れ
る
リ
ア
ル
で
優
し
い
場

を
、
こ
れ
か
ら
も
協
同
の
力
で
求
め
続
け

た
い
と
改
め
て
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
通
信
員

　塩
見

　有
生
）

　

2
0
2
0
年
4
月
7
日
の
最
初
の
緊
急

事
態
宣
言
か
ら
早
2
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
の
徹
底
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
予
防

対
策
と
し
て
行
っ
て
き
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
違

和
感
な
く
導
入
で
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
「“
密
”
の
回
避
」
が
打
ち
出
さ
れ

ま
し
た
。
人
と
会
わ
な
い
、
近
く
で
話
さ

な
い
、
一
緒
に
食
事
し
な
い
…
。
仕
方
が

な
い
反
面
、
ま
さ
し
く
生
活
協
同
組
合
が

大
切
に
し
て
き
た
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

づ
く
り
と
真
逆
の
方
針
と
言
え
る
も
の
で

し
た
。

　

2
0
2
0
年
3
月
1
日
よ
り
全
て
の
グ

阪
神
医
療
生
活
協
同
組
合

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
改
め
て
思
う
…
、

「
人
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
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2022年度
「兵協連だより」通信員紹介

　

民
法
改
正
に
と
も
な
い
、
4
月
か
ら
成

年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
引
き
下
げ
で
、
若
い
世
代
の
社
会

参
加
促
進
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
消
費
者

被
害
の
拡
大
に
つ
な
が
ら
な
い
た
め
の

「
金
融
教
育
」
の
充
実
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2022年度の「兵
協連だより」

通信員のみなさ
まです。

よろしくお願い
します。

購買生協
生活協同組合コープこうべ 榊 原 晶 子さん

生活クラブ生活協同組合都市生活 小 松 高 志さん

生活協同組合コープ自然派兵庫 岸 本 圭 司さん

生活協同組合連合会コープ自然派事業連合 有 岡 真 知さん

西宮市職員生活協同組合 宮 田 正 樹さん

尼崎信用金庫職員生活協同組合 島　田　謙太郎さん

大学生協
神戸大学生活協同組合 坂 本 安 弘さん

関西学院大学生活協同組合 池 上 正 寿さん

神戸市外国語大学消費生活協同組合 中 尾 太 樹さん

甲南大学生活協同組合 中 谷 満 子さん

兵庫県立大学生活協同組合 末 松 泰 信さん

神戸薬科大学生活協同組合 浅　野　喜一郎さん

神戸親和女子大学生活協同組合 木 村 祐 一さん

大手前大学生活協同組合 生 田 正 和さん

園田学園女子大学生活協同組合 大 西 範 和さん

甲南女子大学生活協同組合 新 田 和 代さん

神戸市立工業高等専門学校生活協同組合 久保田　尚　稔さん

大学生協事業連合　関西北陸地区 今 村 奈 星さん

医療生協
神戸医療生活協同組合 松 本 昌 之さん

尼崎医療生活協同組合 岸 本 貴 士さん

阪神医療生活協同組合 塩 見 有 生さん

宝塚医療生活協同組合 前 田 秀 輔さん

姫路医療生活協同組合 久 保 茂 　さん

ろっこう医療生活協同組合 古 市 賢 二さん

たじま医療生活協同組合 春 木 圭 介さん

ひまわり医療生活協同組合 酒 井 成 美さん

共済生協
神戸市民生活協同組合 豊 村 亜 子さん

尼崎市民共済生活協同組合 橋 本 由 美さん

姫路市民共済生活協同組合 山 本 悠 人さん

西宮市民共済生活協同組合 白 井 浩 　さん

兵庫労働共済生活協同組合 南 雲 健 一さん

生協以外の会員
近畿労働金庫兵庫地区本部 井　奥　眞貴子さん

※ 変更・継続のご報告をいただいていない生協につきましては、2021
年度通信員を継続掲載しております。

　変更がある場合は、兵庫県生協連までご連絡をお願いいたします。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
ろ
う
き
ん
は
、
昨
年

12
月
よ
り
、
若
い
世
代
に
も
わ
か
り
や
す

く
親
し
み
や
す
い
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動

画
」
の
特
設
サ
イ
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

〇
18
歳
か
ら
大
人

〇
多
重
債
務
の
事
例
・
ポ
イ
ン
ト
解
説

〇
悪
質
商
法
の
事
例
・
ポ
イ
ン
ト
解
説

以
上
の
3
ジ
ャ
ン
ル
で
、
約
1
分
の
動
画

19
篇
を
公
開
し
、
誰
も
が
陥
り
や
す
い
マ

ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
処
法
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
ま
す
。

　

ろ
う
き
ん
は
、
働
く
人
と
そ
の
家
族
の

生
活
応
援
に
取
り
組
む
金
融
機
関
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
形
で
金
融
教
育

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
人
一
人

の
金
融
知
識
向
上
が
、
若
い
世
代
の
明
る

い
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
生
協

の
仲
間
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

 

（
通
信
員

　井
奥

　眞
貴
子
）

近
畿
労
働
金
庫
兵
庫
地
区
本
部

大
人
に
な
っ
た
ら＂
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
＂に
要
注
意
！

～
若
い
世
代
に
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
で
呼
び
か
け
～

【特設サイト URL】　https://all.rokin.or.jp/money_literacy/
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　（一社）淡路水交会（東根 壽会長）主催による
淡路のり品評会が、 2 月 3 日（木） 淡路水産セン
ター（洲本市）で行われ、報道陣が集まるなか優
秀品24点が選ばれました。46回目となるこの会は、
生産者の意識の向上と生産技術の研鑽を図る目的
で毎年開催されており、12月から 1 月上旬までに
淡路島内で生産された乾のりについて審査を行う
ものです。
　系統団体・県洲本農林水産振興事務所の関係者
ら10名の審査員が、応募のあった66点の中から第
一次審査で選ばれた50点を対象に、色・艶・風格・
味などを基準に審査を行いました。今年は、栄養
塩不足により張り込みや生産が遅れましたが、素
晴らしい海苔が出揃ったため、会場の審査員は「審
査が難しい」と声も出るなど、頭を悩ませていま
した。
　審査の結果、最上位の兵庫県知事賞は柿本水産

（JF 育波浦）が受賞しました。
　なお、今回も出品されたノリはすべて味付け加
工して、福祉施設等に無料配布されます。

JF 兵庫漁連Ｊ
Ｆ

Ｊ
Ａ JA みのり

タマネギの生産振興により、 
農家所得の増大を後押し

　JA みのりは、平成29年からタマネギの生産振
興に取り組んでいる。三木別所地区においても平
成30年から栽培を始め、令和 2 年度の栽培面積は
260aとなった。タマネギ栽培は二毛作を可能とし、
水稲収穫後のほ場を有効活用することにより、農
家所得の増大を図ることができる。JAみのりでは、
タマネギ栽培における作業省力化に向けて、収穫
機や移植機等のリース事業や共同利用を行い、農
業生産の拡大をすすめている。
　三木市別所町の生田忠美さんは、水稲栽培を長
年行っているが、JA みのり職員からの提案を受
け、 4 年前からタマネギ栽培を始めた。作付面積
は、初年度が20a であったのに対し、現在は 1 ha
まで拡大。新規でのタマネギ栽培や面積の拡大に
は、営農指導員である西川敬介さんをはじめとす
る三木営農経済センター職員との気兼ねなく相談
できる関係性が後押しした。
　西川さんは、 8 年前から三木地区で水稲を中心
とした栽培指導を行っており、生産者からの信頼
が厚い。生田さんは「タマネギ栽培を始めてから、
センター職員がより近い存在になった。営農指導
や販売のことだけでなく、地域農業の将来まで相
談できる関係になった」と話す。西川さんはタマ
ネギ栽培について、「生産者や JA、行政を交えて
地域一体となって取り組んでいきたい」と話す。
　JA みのりでは、今後もタマネギの生産拡大に
向けて、地域一体となって栽培技術の向上や作業
省力化等をすすめ、農家所得の増大と農業生産の
拡大へ向けて取り組んでいく。

第46回 淡路のり品評会　開催!!
～優秀品24点が選ばれる～

植え付けたタマネギ苗の生育状況について話す生田さん（左）と西川さん

審査の様子
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　みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
　4月になりましたね。これからは18歳が成年となります。先日、とある親子の会話に遭遇したのです。
18歳の子は、春から大学生で、4月から18歳で法律上の成年となることを知っていました。（成年年齢引
下げが知られているなと感じ、ちょっとうれしい気持ちになりました。）その子は、成年年齢に達すると
いうことで、悩んでいた、いや、少し不安に感じていたようなのです。18歳は、身体的にも大人になってきて、
法律上も大人となった、とは言うものの、実際は、17歳の自分から特段の変化はない。（社会経験、法律の知識も含めて）そ
んな漠然とした不安を父親に話していたのです。すると、父親は「そうだね、これからは18歳で法律上の権利も義務も大人
と同じになるね、学校での生活と社会での生活は違うものだから、学校での勉強がすぐに役に立つものではないけど、ま
た今からひとつずつ社会での経験をしていってほしいな。いろんな経験が育ててくれると思うな」と話したのでした。親子
でこんな会話ができるって、いいですね。春ですね。前置きのお話のつもりが長くなってしまいました。それではまた次回へ。
 （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078︲361︲7201　E-mail：offi  ce@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

若者に増加するエステトラブル
　今年、4月1日から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられました。大人になった18歳、19歳
の若者は、親などの同意がなくても自分の意思で契約ができますが、様々な消費者トラブルに
巻き込まれる恐れがあります。そこで、大人になると同時に急増する消費者トラブルの中で最
も多い「脱毛エステ」の事例を紹介します。

【事例】
　脱毛エステのネット広告を見て 5 ,000円の体験施術を申し込みました。
施術を受けた後に、店員から、「あと一人だけのお得なコースがある」と
しつこく勧められ、断り切れずに施術10回分コースや化粧品など、総額
30万円ものクレジット契約をしてしまいました。毎月の支払いが大変な
ので契約をやめたい。 （20歳　女性）

【アドバイス】
　昨年 4 月から12月までのエステに関する消費生活相談の約 6 割が脱毛
エステで、トラブルの多くは20歳代の若者に集中しています。特に、ネッ
ト広告などにつられ「体験」だけのつもりが、言葉巧みに勧誘され高額
なコースを契約してしまったという相談が目立っています。

● 「無料」「体験」「キャンペーン」など、お得感を強調した広告にひかれて店舗に行った結果、断り切れず想定
外の高額な契約を結んでしまう例が多く見られます。できるだけ当日の契約は避け、慎重に検討しましょう！
● 事業者が倒産すると、ほとんどの場合、既に支払った代金の返金は困難です。長期間にわたる高額契約は避け
ましょう！
● 契約期間が 1カ月を超え、金額が 5万円以上の場合は、 8日間は無条件で契約解除できるクーリング・オフ制
度がつかえます。また、一定の解約料を支払えば中途解約もできます。あきらめずにご相談を！

（兵庫県立消費生活総合センター　☎078・303・0999）

兵庫県内のエステトラブルの内訳
（2021年4月～12月）
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ホームページ ●アドレス（URL）：https://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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　 2月26日（土）消費者（大学生等）・事業者・行政による消費者教育ワーク
ショップがオンラインで開催され、同日「くらしのヤングクリエーター」※に
認定された学生10人が運営・進行を務めました。消費者庁 米山眞梨子氏によ
る講演「SDGs・エシカル消費を実践する〈考える消費者〉を目指して」や事
業者（パナソニック株式会社、株式会社トリドールホールディングス）から
のエシカル消費に関する取り組み発表とワークショップが行われました。 5つ
のグループに分かれたワークショップでは、講演や取り組み発表の感想、取り
組んでみたいこと、それぞれ（大学生等・事業者・行政）に協力してほしい
こと、今取り組んでいることについて 3者が活発に意見交流しました。各グルー
プからは「消費する際の選択肢を増やすため取り組みや問題を知ることが大切」
「学んだことを友達に広めることから始めたい」「企業と一緒に学生向けセミナー
を開催したい」「余っている服を持ち寄り学内でフリーマーケットを実施したい」
等の発表がありました。
※ くらしのヤングクリエーター

兵庫県では 2013 年度から消費者啓発等の活動を顕著に取り組んだ学生に対し、若者の消費者リーダー
として「くらしのヤングクリエーター活動認定証」を交付しています。認定者は、のべ200人を超えました。

兵庫県
×

HUSSO
  2021年度 消費者（大学生等）・事業者・行政による

消費者教育ワークショップ
［ 私たちの選択が未来を変える！］

講演　 消費者庁消費者教育推進課
課長補佐　米山眞梨子氏

2022年度行事予定（主要行事）
開催日 兵協連主要行事／研修 開催日 兵協連主要行事／研修
4月 4日㈪ 兵協連 第6回理事会 10月 3日㈪ 兵協連 第3回理事会
5月 23日㈪ 兵協連 第3回監事会（期末監査） 27日㈭ 2022年度 兵庫県生協大会

6月 6日㈪ 兵協連 第7回理事会 12月 5日㈪ 兵協連 第4回理事会
27日㈪ 兵協連 第72回兵協連総会・第1回理事会 2023年

1月 7日㈯ 新春トップセミナー・賀詞交換会7月 1日㈮ 第100回国際協同組合デー・兵庫県記念大会

8月 1日㈪ 兵協連 第2回理事会 2月 6日㈪ 兵協連 第5回理事会
24日㈬ 近畿地区生協・行政合同会議

※変更になる場合があります
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